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第
⚑
章

関
与
理
論
の
基
礎

序

刑
法
の
各
則
規
定
は
ほ
ぼ
す
べ
て
直
接
的
に
行
為
す
る
単
独
正
犯
者
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
犯
罪
現
象
に
は
お
よ
そ
単
独
正
犯

者
し
か
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
立
法
者
は
殺
人
、
強
盗
と
い
っ
た
規
定
を
設
け
れ
ば
そ
れ
で
済
む
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
所
も
嫌
疑
事
実
の

構
成
要
件
へ
の
包
摂
、
量
刑
を
す
れ
ば
そ
れ
で
済
む
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
独
正
犯
者
と
並
ん
で
、
様
々
な
態
様
で
同
一
犯
罪
の
遂

行
に
複
数
の
者
が
関
与
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
場
合
、
上
位
概
念
と
し
て
関
与
（
Beteiligung）＝
協
働
（
M
itw
irkung）、
関

与
者
（
Beteiligter）＝
協
働
者
（
M
itw
irkender）
と
い
う
上
位
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
複
数
の
者
が
関
与
す
る
場
合
の
立
法
的
対
応
を

難
し
く
し
て
い
る
の
は
、
直
接
正
犯
者
と
そ
の
他
の
関
与
者
が
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
関
与
の
方
法
、
程
度
が
事
案
毎
に
異
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
関
与
理
論
の
構
築
に
当
っ
て
は
、
二
つ
の
次
元
を
区
別
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
の
一
は
、
構
成
要
件
の

射
程
距
離
の
問
題
で
あ
る
。
所
為
関
与
が
、
な
る
ほ
ど
構
成
要
件
の
文
言
に
直
接
的
に
は
対
応
し
な
い
が
、
し
か
し
、
刑
法
上
帰
属
可
能

な
方
法
で
、
刑
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
結
果
が
招
来
（
結
果
犯
）
さ
れ
る
又
は
刑
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
（
単
純
行
為
犯
）
が
行
わ

れ
る
の
に
寄
与
し
た
者
も
、
何
等
か
の
方
法
で
構
成
要
件
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
所
為
を
直
接
的
に
実
行
す

る
者
だ
け
が
正
犯
者
で
あ
る
の
か
、
そ
の
他
の
態
様
で
関
与
し
た
者
も
正
犯
者
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
犯
罪
概
念
の
理
論
的

次
元
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
。
そ
の
二
は
、
犯
罪
概
念
的
理
解
と
は
関
係
な
く
、
ど
の
よ
う
に
直
接
正
犯
者
と
そ
の
他
の
関
与
者
は
処

罰
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
後
者
に
対
す
る
刑
の
任
意
的
減
軽
又
は
必
要
的
減
軽
の
是
非
が
問
題
と
な
る
。
関

与
が
も
つ
犯
罪
概
念
へ
の
影
響
と
量
刑
へ
の
影
響
、
こ
の
二
つ
の
側
面
が
い
わ
ゆ
る
関
与
の
二
重
性
格
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
⚑
）。

日
本
刑
法
、
ド
イ
ツ
刑
法
、
ス
イ
ス
刑
法
は
正
犯
と
共
犯
を
分
離
す
る
い
わ
ゆ
る
共
犯
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
共
犯
体
系
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が
普
遍
的
モ
デ
ル
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
正
犯
と
共
犯
を
分
離
せ
ず
、
犯
罪
行
為
を
遂
行
す
る
者
を
全
て
正
犯
者
と
捉
え
る
統
一
正
犯

者
体
系
も
存
在
す
る
。
実
際
、
ノ
ル
ウ
エ
イ
刑
法
第
五
三
条
、
デ
ン
マ
ー
ク
刑
法
第
二
三
条
第
一
項
、
イ
タ
リ
ア
刑
法
第
一
一
〇
条
は
統

一
正
犯
者
体
系
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
、
本
章
は
、
正
犯
と
共
犯
の
関
係
に
関
す
る
二
つ
の
基
本
モ
デ
ル
及
び
そ
れ
に
立
脚

す
る
代
表
的
法
制
度
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
⚑
節

基
本
概
念

⚑

出
立
点

あ
る
所
為
に
協
働
す
る
複
数
の
者
に
対
処
す
る
い
か
な
る
規
制
モ
デ
ル
も
、
先
ず
、
い
か
な
る
協
働
形
態
を
把
握
す
る

べ
き
か
と
い
う
問
題
と
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
出
立
点
は
、
各
則
の
法
文
自
体
か
ら
こ
れ
に
包
摂
さ
れ
る
者
は
刑
事
責
任
を
問
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
為
主
体
は
誰
も
が
正
犯
者
で
あ
る
。
各
則
の
規
定
か
ら
直
接
的
に
把
握
さ
れ
る
の
で
、
直
接
的
に
実
行
す
る

者
と
も
呼
ば
れ
る
（
⚒
）。
さ
ら
に
、
他
人
に
犯
罪
行
為
の
遂
行
を
働
き
か
け
る
（
慫
慂
す
る
（
bestim
m
en）
と
か
唆
す
（
anstiften））
者
、

そ
の
他
犯
罪
行
為
の
遂
行
に
寄
与
す
る
（
einen
Beitrag
leisten）（
助
け
る
）
者
も
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
者
は
各
則
の
規
定
に
よ
っ
て
直
接
的
に
把
握
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
可
罰
性
を
命
令
す
る
独
自
の
規
範
を
必
要
と
す
る
。
こ

れ
ら
の
者
は
間
接
的
に
実
行
す
る
者
と
も
呼
ば
れ
る
（
⚓
）。
こ
れ
に
よ
り
可
罰
性
の
外
枠
が
設
け
ら
れ
る
。
慫
慂
す
る
と
い
う
の
は
、
寄
与
行

為
、
つ
ま
り
、
所
為
を
遂
行
す
る
実
行
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
特
別
の
場
合
を
指
す
（
⚔
）。

こ
こ
で
現
れ
る
の
は
、
こ
の
二
群
の
行
為
者
を
刑
法
上
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
と
い
う
基
本
的
問
題
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
が
各
則
の

規
定
に
包
摂
さ
れ
な
い
限
り
、
法
治
国
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
刑
事
責
任
を
問
う
に
は
、
そ
の
旨
の
明
文
の
規
定
が
必
要
と
さ
れ
る
。
加

え
て
内
容
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
間
接
的
に
実
行
す
る
者
に
い
か
な
る
位
置
価
値
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
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者
は
正
犯
者
（
慫
慂
正
犯
者
又
は
寄
与
正
犯
者
）
と
し
て
直
接
的
に
実
行
す
る
者
と
同
列
に
置
か
れ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
よ
り
低
い

程
度
の
位
置
価
値
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
、
つ
ま
り
、
他
人
（
直
接
的
に
実
行
す
る
者
）
の
所
為
の
共
犯
者
（
教
唆
犯
者
又
は
幇
助
犯
者
）

と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
か
で
あ
る
。
前
者
が
す
べ
て
の
者
を
統
一
的
に
正
犯
者
と
捉
え
る
統
一
正
犯
者
体
系
で
あ
り
、
後
者
が
正
犯
者
に

共
犯
者
を
対
置
さ
せ
る
共
犯
体
系
で
あ
る
（
⚕
）。

⚒

限
縮
的
正
犯
者
概
念
と
拡
張
的
正
犯
者
概
念

複
数
の
者
が
あ
る
所
為
に
協
働
す
る
場
合
、
構
成
要
件
の
解
釈
と
射
程
距
離
と
の

関
係
で
正
犯
者
概
念
（
T
äterbegriff）
の
理
解
が
問
題
と
な
る
。
正
犯
者
概
念
に
は
限
縮
的
（
＝
狭
い
）
正
犯
者
概
念
と
拡
張
的
（
広
い
）

正
犯
者
概
念
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
（
⚖
）。

ａ

限
縮
的
正
犯
者
概
念

限
縮
的
正
犯
者
概
念
（
Restriktiver
T
äterbegriff）
の
基
礎
に
は
構
成
要
件
の
制
限
的
解
釈
が
あ
る
。

正
犯
者
と
い
う
の
は
、
そ
の
行
為
が
構
成
要
件
の
文
言
の
下
に
厳
密
に
包
摂
さ
れ
う
る
者
に
限
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
犯
者
と
い

う
の
は
、
他
人
を
⽛
強
要
す
る
⽜
と
か
、⽛
侮
辱
す
る
⽜
と
か
、⽛
偽
造
文
書
を
作
成
す
る
⽜
と
か
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
為
を
直
接
的
に

実
行
す
る
者
（
直
接
正
犯
者
）
に
限
定
さ
れ
る
。
正
犯
者
を
車
で
犯
行
現
場
に
連
れ
て
行
く
と
か
、
犯
行
現
場
で
⽛
見
張
り
を
す
る
⽜
と

か
、
被
害
者
を
う
ま
く
誘
い
出
し
て
追
っ
払
う
と
か
、
注
意
を
そ
ら
す
と
い
っ
た
よ
う
な
そ
の
他
の
方
法
で
所
為
に
関
与
す
る
者
は
す
で

に
概
念
上
正
犯
者
と
は
云
え
な
い
（
⚗
）。

こ
う
い
っ
た
構
成
要
件
の
射
程
距
離
を
著
し
く
限
定
す
る
正
犯
者
概
念
は
、
法
的
安
定
性
の
面
で
長
所
を
有
す
る
が
、
し
か
し
、
当
罰

性
の
範
囲
を
捉
え
切
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
直
接
的
に
実
行
す
る
者
で
な
く
と
も
、
そ
の
他
の
方
法
で
所
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為
に
関
与
す
る
者
も
当
罰
的
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
構
成
要
件
を
実
現
し
な
い
、
間
接
的
に
実
行
す
る
者
に
は
、
他
の
協

働
類
型
、
つ
ま
り
、
共
犯
者
（
T
eilnehm
er）
と
い
う
法
形
象
に
よ
る
補
充
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
種
の
規
定
の
任
務
は
そ
の
他
の
関
与

者
の
可
罰
性
の
存
否
、
ど
の
よ
う
に
し
て
か
を
定
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
正
犯
者
と
共
犯
者
が
対
置
さ
れ
、
教
唆
、
幇
助
の
規
定
は
構
成

要
件
拡
張
事
由
、
刑
罰
根
拠
規
定
（
＝
刑
罰
拡
張
規
定
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
限
縮
的
正
犯
者
概
念
は
正
犯
者
類

型
と
そ
の
他
の
協
働
者
類
型
＝
共
犯
者
類
型
を
扱
う
二
元
規
制
モ
デ
ル
に
繋
が
る
（
⚘
）。

こ
の
限
縮
的
正
犯
概
念
か
ら
出
立
す
る
の
が
ド
イ
ツ
刑
法
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
第
二
五
条
は
正
犯
の
中
心
的
規
定
で
あ
る
。
同
第
二

六
条
は
可
罰
的
共
犯
に
関
す
る
補
充
規
定
で
あ
る
（
本
章
第
⚒
節
⚒
参
照
）。
こ
の
共
犯
形
態
は
限
縮
的
正
犯
者
概
念
か
ら
見
る
と
刑
罰

拡
張
事
由
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
ス
イ
ス
刑
法
第
二
四
条
以
下
に
も
妥
当
す
る
。

ｂ

拡
張
的
正
犯
者
概
念

拡
張
的
正
犯
者
概
念
（
ExtensiverT
äterbegriff）
の
基
礎
に
は
、
構
成
要
件
の
射
程
距
離
を
拡
張
す
る

解
釈
が
あ
る
。
限
縮
的
正
犯
者
概
念
と
は
逆
に
、
拡
張
的
正
犯
者
概
念
は
、
所
為
に
協
働
す
る
者
を
す
べ
て
、
つ
ま
り
、
構
成
要
件
の
文

言
の
下
に
直
接
的
に
包
摂
さ
れ
え
な
い
者
も
正
犯
者
と
評
価
す
る
。
拡
張
的
正
犯
者
概
念
の
基
礎
に
は
、
因
果
関
係
に
と
っ
て
は
犯
罪
行

為
の
あ
ら
ゆ
る
原
因
が
等
価
値
で
あ
る
こ
と
を
説
く
⽛
等
価
説
⽜
が
あ
る
。
教
唆
犯
者
と
し
て
又
は
幇
助
犯
者
と
し
て
所
為
を
と
も
に
引

き
起
こ
し
た
者
は
、
因
果
関
係
の
等
価
値
の
故
に
、
所
為
を
自
ら
実
現
し
た
正
犯
者
と
同
様
に
所
為
を
遂
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
正
犯
者
と
⽛
純
然
た
る
⽜
共
犯
者
の
概
念
的
区
別
は
な
さ
れ
ず
、
い
か
な
る
態
様
で
あ
れ
可
罰
的
行
為
の
実
行
に
寄
与
す
る

者
は
誰
で
も
正
犯
者
で
あ
る
。
例
え
ば
、⽛
他
人
を
殺
し
た
者
⽜（
刑
第
一
九
九
条
）
は
、⽛
他
人
を
殺
す
原
因
を
与
え
た
者
⽜
と
読
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
害
者
を
銃
撃
し
た
者
の
み
な
ら
ず
、
直
接
正
犯
者
に
兇
器
を
調
達
す
る
者
、
殺
人
を
慫
慂
す
る
者
も
正
犯
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者
で
あ
る
（
⚙
）。

拡
張
的
正
犯
者
概
念
は
共
犯
と
い
う
範
疇
を
不
要
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
概
念
上
ま
さ
に
排
除
し
て
い
る
の
で
、
排
他
的
正
犯
者
概
念

（
ExklusiverT
äterbegriff）
と
も
呼
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
唆
、
幇
助
と
い
う
協
働
形
態
も
構
成
要
件
に
包
摂
さ
れ
る
と
き
、
そ
も

そ
も
共
犯
類
型
は
不
必
要
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
正
犯
と
対
置
す
る
共
犯
と
い
う
の
は
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
広
い
正

犯
者
概
念
の
内
部
で
直
接
正
犯
者
（
U
nm
ittelbarerT
äter）、
慫
慂
正
犯
者
（
Bestim
m
ungstäter）、
寄
与
正
犯
者
（
Beitragtäter）

を
区
別
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
。
拡
張
的
、
つ
ま
り
、
排
他
的
正
犯
者
概
念
は
統
一
的
正
犯
者
モ
デ
ル
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
名
称

自
体
が
協
働
者
は
す
べ
て
統
一
的
に
正
犯
者
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
一
二
条
以
下
は
拡
張
的
正

犯
者
概
念
か
ら
出
立
し
て
い
る
（
本
章
第
⚓
節
⚒
参
照
（
10
））。

⚓

従
属
性
と
独
立
性

従
属
性
（
＝
付
従
性
）（
A
kzessorität）
と
い
う
概
念
は
依
存
性
（
A
bhängigkeit）
と
い
う
概
念
と
同
義

で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
近
づ
く
（
herantreten）、
付
け
加
わ
る
（
hinzutreten）
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
動
詞
⽛
accedere⽜
に
由
来

し
、
今
日
、
あ
る
権
利
（
従
た
る
権
利
）
が
別
の
権
利
（
主
た
る
権
利
）
の
存
在
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
す
る
一
般
的
な
法
概
念

に
な
っ
て
い
る
（
11
）。
こ
れ
を
刑
法
の
関
与
理
論
に
転
用
す
る
と
、
関
与
者
の
可
罰
性
（
関
与
者
に
対
す
る
刑
罰
請
求
権
を
い
わ
ば
従
た
る
権

利
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
が
他
の
者
、
つ
ま
り
、
中
心
人
物
と
し
て
の
正
犯
者
の
可
罰
性
（
こ
の
刑
罰
請
求
権
は
主
た
る
権
利
に
対
応

す
る
）
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
伴
う
評
価
（
主
た
る
関
与
者
、
従
た
る
関
与
者
）
に
よ
っ
て
、
従
属
性
と
い
う
概

念
は
、協
働
者
の
内
で
価
値
的
に
区
別
を
す
る
関
与
モ
デ
ル（
共
犯
体
系
）の
特
徴
を
現
し
て
い
る
（
12
）。
そ
の
逆
が
独
立
性
の
原
則（
Prinzip

der
Selbständigkeit）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
関
与
者
の
可
罰
性
に
は
自
分
自
身
の
行
為
だ
け
が
重
要
で
あ
る
。
い
か
な
る
刑
罰
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請
求
権
も
そ
の
検
証
対
象
は
専
ら
、
人
が
何
を
し
た
の
か
と
こ
の
行
為
の
刑
法
上
の
性
質
で
あ
る
。
他
の
者
の
可
罰
性
は
問
題
と
な
ら
な

い
。
こ
の
原
則
は
と
り
わ
け
統
一
正
犯
者
体
系
と
結
び
つ
く
（
13
）。

従
属
性
に
は
量
的
な
面
と
質
的
な
面
が
あ
る
（
14
）。
量
的
従
属
性
（
Q
uantitativeA
kzessorität）
と
い
う
の
は
、
他
の
者
の
可
罰
性
が
依

存
し
て
い
る
中
心
人
物
の
所
為
実
現
の
事
実
的
進
捗
状
況
に
か
か
わ
る
（
ど
れ
く
ら
い
（
＝
量
）
犯
罪
の
企
て
が
中
心
人
物
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
た
か
。
計
画
か
─
予
備
か
─
実
行
行
為
に
接
着
し
た
行
為
／
実
行
行
為
か
─
既
遂
か
）。
行
為
者
が
す
で
に
実
行
行
為
を
行
っ
た

と
き
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
事
を
行
っ
た
と
き
、
こ
の
要
求
は
完
全
に
充
た
さ
れ
る
（
結
果
犯
で
は

結
果
の
発
生
が
必
要
）。
正
犯
者
の
計
画
実
現
に
向
け
て
の
行
為
が
わ
ず
か
で
あ
る
ほ
ど
、
相
応
の
理
論
的
手
掛
か
り
も
そ
れ
だ
け
少
な

く
な
る
。
い
つ
か
ら
関
与
者
の
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
立
法
者
の
決
め
る
問
題
で
あ
る
。
共
犯
体
系
で
は
、
正
犯
者
が
、

単
な
る
予
備
行
為
で
な
く
、
未
遂
段
階
（
実
行
行
為
に
接
着
し
た
行
為
又
は
実
行
行
為
）
に
達
し
た
と
き
よ
う
や
く
共
犯
者
が
可
罰
的
と

な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
正
犯
者
が
既
遂
に
達
し
た
と
き
、
全
て
の
者
が
既
遂
罪
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
が
、
さ
も
な
け
れ
ば
未
遂
罪

の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
。
統
一
正
犯
者
体
系
で
は
、
他
の
協
働
者
の
未
遂
か
既
遂
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
関
与
者
は
自
己
の
未
遂
、
既

遂
を
問
わ
れ
る
（
15
）。

質
的
従
属
性
（
Q
ualitativeA
kzessorität）
は
、
他
の
者
の
可
罰
性
が
依
存
す
る
中
心
人
物
の
行
為
の
法
的
質
に
か
か
わ
る
（
中
心
人

物
の
犯
罪
行
為
は
ど
う
い
う
状
態（
＝
質
）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
）。
す
で
に
共
犯
者（
T
eil-nehm
er.
あ
る
こ
と
に
協
力
す
る
人
）、

教
唆
（
A
nstiftung.
け
し
か
け
て
あ
る
こ
と
を
や
ら
せ
る
こ
と
）、
幇
助
（
Bei-hilfe.
あ
る
こ
と
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
）
と
い
っ
た

概
念
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
共
犯
者
は
他
人
の
不
法
に
も
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
理
論
的
に
徹
底
さ
せ
る
と
他
の
者
の
責
任
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に
す
ら
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
。
正
犯
者
が
い
な
け
れ
ば
教
唆
犯
者
、
幇
助
犯
者
の
可
罰
性
も
無
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
唆
と
幇
助
と

い
う
の
は
正
犯
者
の
存
在
を
論
理
的
に
前
提
と
し
、
そ
の
無
価
値
を
主
と
し
て
正
犯
者
か
ら
⽛
受
け
取
る
⽜＝⽛
借
用
す
る
⽜。
正
犯
者
へ
の

こ
の
概
念
的
依
存
性
が
共
犯
の
質
的
従
属
性
と
呼
ば
れ
る
。
質
的
従
属
性
と
統
一
正
犯
者
体
系
は
排
斥
関
係
に
あ
る
（
16
）。

質
的
従
属
に
も
段
階
が
あ
る
。
完
全
質
的
従
属
性
（
＝
厳
格
質
的
従
属
性
）
は
、
共
犯
者
の
可
罰
性
を
、
正
犯
者
が
犯
罪
概
念
の
全
て

の
規
準
を
充
た
す
、
す
な
わ
ち
、
構
成
要
件
該
当
、
違
法
（
段
階
Ⅰ
、
Ⅱ
）
且
つ
有
責
（
段
階
Ⅲ
）
な
行
為
を
し
た
と
き
に
限
定
す
る
。

今
日
、
こ
の
従
属
性
形
態
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
責
任
と
い
う
の
は
専
ら
一
身
的
非
難
可
能
性
に
か
か
わ
る
の
で
、
協
働
者
の
可

罰
性
が
他
の
協
働
者
の
責
任
に
依
存
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
共
犯
体
系
で
は
、
今
日
、
制
限
質
的
従
属
性
（
＝
限
定
質

的
従
属
性
）
し
か
主
張
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
正
犯
者
は
構
成
要
件
該
当
且
つ
違
法
に
行
為
す
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
故
意
が
構
成
要

件
要
素
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
古
典
的
犯
罪
概
念
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
加
え
て
故
意
犯
で
は
故
意
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
人

的
不
法
論
で
は
故
意
は
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
か
ら
、
こ
と
さ
ら
こ
れ
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い
（
17
）。

第
⚒
節

共
犯
体
系

⚑

共
犯
体
系
モ
デ
ル

関
与
者
の
様
々
な
関
与
形
態
を
刑
法
上
捉
え
る
モ
デ
ル
に
共
犯
体
系
と
統
一
正
犯
者
体
系
が
あ
る
。
二
元
規

制
モ
デ
ル
は
、
二
つ
の
基
本
的
に
異
な
る
概
念
範
疇
（
類
型
）、
つ
ま
り
、
正
犯
者
の
類
型
と
所
為
に
関
与
す
る
他
の
者
、
つ
ま
り
、
共
犯

者
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
に
異
な
る
概
念
範
疇
を
用
い
る
。
そ
の
基
礎
に
あ
る
の
が
限
縮
的
正
犯
者
概
念
で
あ
る
。
厳
密
に
云
う
と
、
か

か
る
規
制
モ
デ
ル
は
正
犯
者
─
共
犯
者
体
系
（
T
äter-T
eilnehm
er-System
）
と
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ず
っ
と
前
か
ら
共

犯
体
系
（
T
eilnahm
esystem
）
と
い
う
短
縮
形
が
定
着
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
正
犯
者
形
態
を
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基
礎
に
す
え
た
体
系
、
つ
ま
り
、
統
一
正
犯
者
体
系
（
Einheitstätersystem
）
と
の
違
い
が
十
分
明
確
に
表
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
18
）。

共
犯
体
系
の
基
礎
に
あ
り
、
そ
の
機
能
を
明
確
に
す
る
思
考
モ
デ
ル
を
繊
細
且
つ
記
憶
し
や
す
く
説
明
し
た
の
が
ク
ラ
ー
カ
オ
の
法
学

者
マ
カ
レ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
あ
る
。
か
か
る
体
系
で
は
、
正
犯
者
の
周
り
に
⽛
一
群
れ
の
仕
え
る
霊
⽜、
つ
ま
り
、
共
犯
者
ら
が
い
る
。
そ
の
一

人
は
正
犯
者
の
意
思
を
強
化
し
、
他
の
一
人
は
正
犯
者
に
技
巧
的
に
う
ま
く
遂
行
で
き
る
た
め
の
助
言
を
与
え
、
三
人
目
は
正
犯
者
に
援

助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
（
19
）。

こ
の
規
制
モ
デ
ル
で
は
、
構
成
要
件
の
法
文
を
直
接
的
に
充
足
す
る
者
だ
け
が
正
犯
者
（
T
äter）
で
あ
り
、
こ
の
者
が
明
ら
か
に
支
配

者
で
あ
る
。
こ
の
者
が
所
為
事
象
全
体
の
⽛
主
要
人
物
（
H
auptfigur）⽜
で
あ
り
、⽛
中
心
人
物
（
Zentralgestalt）⽜
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

犯
罪
理
論
的
に
も
指
導
的
地
位
を
占
め
る
。
正
犯
者
だ
け
が
客
観
的
構
成
要
件
を
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
者
は
、
犯
罪
行
為
に

協
働
し
て
い
て
も
、客
観
的
構
成
要
件
を
実
現
し
て
い
な
い
。
正
犯
者
の
所
為
分
担
分
の
事
実
的
重
さ
と
法
的
優
位
を
強
調
す
る
た
め
に
、

正
犯
者
は
主
犯
者
（
H
aupttäter）
と
呼
ば
れ
、
主
犯
者
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
所
為
は
主
犯
（
H
aupttat）
と
呼
ば
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ

り
概
念
的
に
も
価
値
的
に
も
そ
の
他
の
関
与
者
の
所
為
分
担
、
つ
ま
り
、
共
犯
行
為
か
ら
区
別
さ
れ
る
（
20
）。

正
犯
者
の
わ
き
に
二
つ
目
の
範
疇
、
つ
ま
り
、
脇
役
（
Randfigur）
と
し
て
の
⽛
共
犯
者
⽜
が
い
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
教
唆
犯
者

（
A
nstifter）
と
幇
助
犯
者
（
Gehilfe）
と
に
分
け
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
教
唆
者
は
正
犯
者
に
所
為
を
す
る
よ
う
に
唆
す
の
で
あ

り
、
幇
助
者
は
正
犯
者
の
支
援
を
す
る
。
教
唆
者
及
び
幇
助
者
は
正
犯
者
形
態
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
共
犯
体
系
の
共
犯
形
態
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
犯
罪
理
論
上
、
正
犯
者
が
中
心
的
地
位
を
占
め
る
だ
け
で
な
く
、
共
犯
者
の
上
に
い
る
。
正
犯
者
と
（
純
然
た
る
）
共
犯
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者
の
間
に
は
明
白
な
規
範
的
格
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
、
一
方
で
⽛
主
犯
者
⽜

＝⽛
中
心
人
物
⽜、
他
方
で
た
ん
な
る
⽛
共
犯
者
⽜
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
21
）。

共
犯
体
系
に
は
、
二
つ
の
根
本
に
お
い
て
異
な
る
概
念
範
疇
、
つ
ま
り
、
一
方
で
正
犯
者
が
、
他
方
で
共
犯
者
が
お
り
、
そ
の
構
造
は

二
元
的
関
与
モ
デ
ル
で
あ
る
。
共
犯
者
は
、
客
観
的
構
成
要
件
を
独
立
し
て
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
独
立
の
不
法
を
働
く
の
で
な

く
、
正
犯
者
の
客
観
的
構
成
要
件
実
現
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
不
法
を
働
く
の
で
あ
る
。
教
唆
と
幇
助
と
い
う
の
は
主
犯
の
存
在
を
論
理
的

に
前
提
と
し
、
そ
の
無
価
値
を
主
と
し
て
主
犯
か
ら
⽛
受
け
取
る
⽜＝⽛
借
用
す
る
⽜
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
容
的
依
存
性
の
帰
結

と
し
て
、
例
え
ば
、
兇
器
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
殺
人
に
関
与
す
る
者
は
、
殺
人
を
行
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
他
の
者
に
よ
っ
て
遂

行
さ
れ
た
殺
人
へ
の
共
犯
者
に
過
ぎ
ず
、
共
犯
者
の
不
法
は
正
犯
者
の
そ
れ
と
等
値
で
な
く
、
基
本
的
に
は
そ
れ
よ
り
も
軽
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
22
）。
主
犯
へ
の
こ
の
概
念
的
依
存
性
が
共
犯
の
従
属
性
と
呼
ば
れ
る
。
共
犯
者
の
処
罰
の
た
め
に
、
主
犯
の
法
的
性
質
に
最
低
限

必
要
と
さ
れ
る
要
件
が
あ
る
の
で
、
質
的
従
属
性
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
質
的
従
属
性
は
二
元
体
系
の
中
心
的
な
理
論
的
構
造
原

則
で
あ
る
。
時
に
従
属
的
共
犯
体
系
と
い
う
冗
語
が
用
い
ら
れ
た
り
も
す
る
（
23
）。
共
犯
体
系
に
は
従
属
性
の
原
則
が
支
配
し
て
お
り
、
共
犯

者
は
全
て
正
犯
者
に
依
存
し
て
い
る
。
正
犯
者
の
所
為
の
質
に
よ
っ
て
、
共
犯
者
も
処
罰
さ
れ
う
る
か
、
ど
の
程
度
処
罰
さ
れ
う
る
か
も

決
ま
っ
て
く
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
限
定
質
的
従
属
性
の
意
味
で
構
成
要
件
該
当
の
違
法
な
行
為
が
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
共
犯

の
不
法
は
い
ず
れ
に
し
て
も
主
犯
の
不
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
か
ら
、
特
別
の
故
意
の
種
類
と
か
超
過
的
内
心
傾
向
と
い
う
よ
う
な
特
殊

の
不
法
要
素
が
共
犯
者
自
身
に
あ
る
か
否
か
は
、
共
犯
者
の
可
罰
性
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
⽛
正
犯
者
⽜
に

存
在
し
、
共
犯
者
が
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
（
24
）。
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さ
ら
に
、
共
犯
者
は
量
的
従
属
性
の
意
味
で
も
正
犯
者
の
所
為
に
依
存
し
て
い
る
。
共
犯
体
系
に
お
い
て
は
、
主
犯
の
未
遂
前
に
は
、

共
同
の
対
象
と
な
る
不
法
が
全
体
と
し
て
ま
だ
存
在
し
な
い
か
ら
、
協
働
者
全
て
の
可
罰
性
は
、
基
本
的
に
主
犯
が
未
遂
の
段
階
ま
で
達

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
共
犯
者
が
未
遂
罪
又
は
既
遂
罪
で
処
罰
さ
れ
る
か
は
、
正
犯
者
の
所
為
の
進
捗
状
況

に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
25
）。

正
犯
者
と
（
た
ん
な
る
）
共
犯
者
の
厳
密
な
概
念
的
及
び
価
値
的
対
置
の
帰
結
は
量
刑
の
次
元
で
も
表
れ
る
。
共
犯
体
系
に
お
い
て
は
、

正
犯
者
に
対
す
る
量
刑
と
共
犯
者
に
対
す
る
量
刑
の
図
式
化
さ
れ
る
方
向
に
傾
く
。
法
定
刑
は
主
と
し
て
正
犯
者
に
適
用
さ
れ
、
共
犯
者

は
刑
を
義
務
的
に
又
は
任
意
的
に
減
軽
さ
れ
る
。
共
犯
者
は
、
犯
罪
の
無
価
値
を
完
全
に
充
足
す
る
正
犯
者
と
は
異
な
る
の
で
、
原
則
と

し
て
正
犯
者
に
は
重
い
刑
罰
が
、
共
犯
者
に
は
軽
い
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
26
）。

⚒

ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
共
犯
体
系

Ａ

現
行
法

一
八
一
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法
典
（
第
五
九
条
、
第
六
〇
条
）、
一
八
五
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
典
（
第
三
四
条
、
第

三
五
条
）
に
基
づ
き
、
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
（
第
四
七
条
～
第
四
九
条
）
は
共
犯
体
系
を
採
用
し
て
い
た
。
現
行
刑
法
に
繋
が

る
刑
法
総
則
改
正
作
業
に
お
い
て
、
統
一
正
犯
者
体
系
採
用
を
採
用
す
る
可
能
性
も
真
摯
且
つ
根
本
的
に
議
論
さ
れ
た
が
、
結
局
、
現
行

刑
法
に
お
い
て
も
共
犯
体
系
は
維
持
さ
れ
た
（
27
）。
そ
の
関
連
条
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
⚓
節

正
犯
と
共
犯

〔
正
犯
〕

第
二
五
条
⽛
①

犯
罪
行
為
を
自
ら
又
は
第
三
者
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
者
は
、
正
犯
者
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
。

②

数
人
が
犯
罪
行
為
を
共
同
し
て
遂
行
す
る
と
き
は
、
各
人
が
正
犯
者
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
（
共
同
正
犯
者
）。⽜

〔
教
唆
犯
〕

第
二
六
条
⽛
故
意
に
他
人
に
そ
の
故
意
で
遂
行
さ
れ
る
違
法
な
所
為
を
慫
慂
し
た
者
は
、
教
唆
犯
者
と
し
て
、
正
犯
者
と
等
し
く
罰

せ
ら
れ
る
。⽜

〔
幇
助
犯
〕

第
二
七
条
⽛
①

故
意
に
他
人
に
そ
の
故
意
で
遂
行
さ
れ
る
違
法
な
所
為
を
幇
助
し
た
者
は
、
幇
助
犯
者
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
。

②

幇
助
犯
者
に
対
す
る
刑
は
、
正
犯
者
に
対
す
る
刑
に
従
う
。
刑
は
第
四
九
条
第
一
項
に
よ
り
減
軽
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。⽜

〔
特
別
な
一
身
上
の
要
素
〕

第
二
八
条
⽛
①

正
犯
者
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
特
別
な
一
身
上
の
要
素
（
第
一
四
条
第
一
項
）
が
、
共
犯
者
（
教
唆
犯
者
又
は

幇
助
犯
者
）
に
な
い
と
き
は
、
そ
の
刑
は
第
四
九
条
第
一
項
に
よ
っ
て
減
軽
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②

特
別
な
一
身
上
の
要
素
が
刑
を
加
重
し
、
減
軽
し
、
又
は
阻
却
す
る
旨
を
法
規
が
規
定
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
法
規
は
、
そ

の
要
素
の
存
在
し
て
い
る
関
与
者
（
正
犯
者
又
は
共
犯
者
）
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。⽜

〔
関
与
者
の
独
立
の
可
罰
性
〕

第
二
九
条
⽛
ど
の
関
与
者
も
、
他
の
者
の
責
任
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
そ
の
者
の
責
任
に
従
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
。⽜
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〔
関
与
の
未
遂
〕

第
三
〇
条
⽛
①

他
人
に
重
罪
の
遂
行
を
決
意
さ
せ
る
又
は
重
罪
の
教
唆
を
決
意
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
者
は
、
重
罪
の
未
遂
に
関

す
る
規
定
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
刑
は
第
四
九
条
第
一
項
に
よ
っ
て
減
軽
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
三
条
第
三

項
は
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

②

重
罪
を
遂
行
す
る
こ
と
又
は
重
罪
を
教
唆
す
る
気
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
者
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
と
の
他
人
の
申
し

出
を
受
諾
し
又
は
こ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
こ
と
を
他
人
と
約
束
し
た
者
も
ま
た
、
同
様
に
罰
せ
ら
れ
る
。⽜

〔
関
与
の
未
遂
の
中
止
〕

第
三
一
条
⽛
①

自
由
意
思
に
よ
り
、

⚑

他
人
に
重
罪
の
遂
行
を
決
意
さ
せ
る
こ
と
を
放
棄
し
、
か
つ
他
人
が
所
為
を
遂
行
す
る
と
い
う
ひ
ょ
っ
と
し
て
存
在
す
る
危

険
を
回
避
し
た
者

⚒

重
罪
を
行
う
気
の
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
後
で
、
そ
の
企
て
を
放
棄
し
た
者
、
又
は

⚓

重
罪
を
約
束
し
又
は
重
罪
を
行
う
と
の
他
人
の
申
し
出
を
受
諾
し
た
後
で
、
所
為
を
妨
げ
た
者
は
、
第
三
〇
条
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
な
い
。

②

所
為
が
中
止
者
と
は
関
係
な
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
又
は
所
為
が
そ
の
者
の
以
前
の
行
動
と
関
係
な
く
遂
行
さ
れ
た
と
き

は
、
所
為
を
妨
げ
る
た
め
の
任
意
か
つ
真
摯
な
努
力
が
あ
れ
ば
そ
の
不
処
罰
に
と
っ
て
十
分
で
あ
る
。⽜

刑
法
典
各
則
第
二
章
第
三
節（
正
犯
と
共
犯
。
T
äterschaftund
T
eilnahm
e）は
正
犯
者
形
態（
第
二
五
条
）と
教
唆
犯（
A
nstiftung）

（
第
二
六
条
）、
幇
助
犯
（
Beihilfe）（
第
二
七
条
）
と
い
う
共
犯
形
態
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ド
イ
ツ
刑
法
が
限
縮
的
正
犯
者
概
念

北研 54 (2・42) 194

論 説

北研 54 (2・43) 195

正犯と共犯⑴



を
基
礎
に
お
く
共
犯
体
系
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
正
犯
と
共
犯
の
上
位
概
念
と
し
て
関
与
（
Beteiligung）
と
い
う

概
念
が
用
い
ら
れ
る
（
刑
第
二
八
条
）。⽛
犯
罪
行
為
を
自
ら
遂
行
す
る
者
⽜
が
直
接
正
犯
者
（
U
nm
ittelbarerT
äter）
で
あ
る
（
刑
第

二
五
条
第
一
項
）。
犯
罪
行
為
を
自
ら
遂
行
す
る
者
が
正
犯
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
刑
法
第
二
五
条
は
こ
の
限
り
で

宣
言
的
規
定
と
云
え
る
。⽛
第
三
者
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
者
⽜
が
間
接
正
犯
者
（
m
ittelbarerT
äter）
で
あ
る
（
第
二
五
条
第
一
項
）。
こ

の
規
定
が
構
成
的
（
＝
根
拠
づ
け
）
意
義
を
有
す
る
の
か
、
宣
言
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
直
接
正
犯
者

も
間
接
正
犯
者
も
犯
罪
行
為
の
所
為
支
配
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
意
味
で
理
解
す
べ
き
と
い
え
よ
う
（
28
）。⽛
犯
罪
行
為
を
共
同

し
て
遂
行
す
る
者
⽜
が
共
同
正
犯
者
（
M
ittäter）
で
あ
る
（
第
二
五
条
第
二
項
）。
共
同
正
犯
の
規
定
が
正
犯
の
範
囲
を
構
成
的
に
拡
張

し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
。
甲
も
乙
も
一
緒
に
丙
を
殴
っ
て
傷
害
し
た
と
い
う
場
合
、
甲
も
乙
も
そ
れ
ぞ
れ
傷
害
罪
の
構

成
要
件
要
素
を
充
足
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
限
り
で
本
項
は
宣
言
的
規
定
と
い
え
る
。
し
か
し
、
甲
と
乙
が
強
盗
を
計
画
し
、
甲
が
拳
銃

で
被
害
者
を
脅
し
、
乙
が
被
害
者
か
ら
金
品
を
奪
う
と
い
う
場
合
、
甲
も
乙
も
一
人
で
全
て
の
構
成
要
件
要
素
を
充
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
本
項
が
無
け
れ
ば
甲
も
乙
も
正
犯
者
と
し
て
処
罰
で
き
な
い
。
こ
の
限
り
で
、
本
項
は
他
の
者
の
行
為
を
あ
た
か
も
自
分

自
身
で
し
た
か
の
よ
う
に
帰
属
さ
せ
る
構
成
的
意
義
を
有
す
る
（
帰
属
規
範
（
29
））。

共
犯
形
態
と
し
て
教
唆
と
幇
助
は
、
所
為
の
実
行
と
は
直
接
的
に
は
関
係
の
な
い
者
へ
の
可
罰
性
拡
張
事
由
で
あ
る
。
共
犯
者
の
行
動

は
殺
人
罪
や
窃
盗
罪
の
構
成
要
件
に
包
摂
さ
れ
な
い
。
教
唆
者
も
幇
助
者
も
主
犯
の
構
成
要
件
該
当
行
為
⽛
へ
⽜
寄
与
行
為
を
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
共
犯
の
限
定
従
属
性
）。
こ
の
依
存
性
に
よ
り
、
共
犯
は
法
的
不
安
定
性
を
妨
げ
る
確
固
た
る
法
律
上
の

基
準
点
を
得
る
こ
と
と
な
る
（
30
）。
幇
助
犯
へ
の
一
般
的
刑
の
減
軽
（
第
二
七
条
第
二
項
）
は
無
理
な
く
共
犯
体
系
の
構
想
に
適
合
す
る
（
31
）。
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ド
イ
ツ
刑
法
は
正
犯
者
形
態
（
第
二
五
条
）
と
共
犯
形
態
（
第
二
六
条
以
下
）
を
概
念
的
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の

関
与
の
基
本
類
型
間
の
境
界
設
定
と
い
う
問
題
が
不
可
避
的
に
生
ず
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
境
界
付
け
は
故
意
の
作
為
犯
、
不
作
為

犯
に
限
っ
て
可
能
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
。
過
失
犯
の
領
域
で
は
、
注
意
義
務
違
反
に
よ
っ
て
客
観
的
に
帰
属
可
能
な
態
様
で
構
成
要
件

実
現
に
寄
与
す
る
者
は
す
べ
て
正
犯
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
第
に
、
過
失
の
共
同
正
犯
（
fahrlässigeM
ittäterschaft）（
作
為
犯
だ
け

で
な
く
、
不
作
為
犯
で
も
）
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
こ
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
で
、
製
造
物
責
任
及
び
環
境
犯
罪
の
問
題

が
適
切
に
解
決
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
で
は
、
集
合
決
定
が
過
失
の
構
成
要
件
実
現
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
、
あ

る
い
は
、
複
数
の
行
為
の
う
ち
ど
の
行
為
が
結
果
を
惹
起
し
た
の
か
の
解
明
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
加
算
的
因
果
関
係
）。

過
失
の
間
接
正
犯
に
つ
い
て
は
、
所
為
支
配
又
は
正
犯
者
意
思
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
承
認
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
故
意
の

正
犯
へ
の
過
失
の
教
唆
は
可
罰
的
で
な
い
が
（
第
二
六
条
）、
過
失
犯
の
正
犯
と
な
り
う
る
。
同
じ
こ
と
は
過
失
の
幇
助
に
も
妥
当
す
る
。

例
え
ば
、
甲
女
は
そ
の
既
婚
の
愛
人
乙
男
の
た
め
に
毒
物
を
入
手
す
る
が
、
甲
は
乙
が
そ
れ
で
乙
の
妻
を
殺
す
つ
も
り
だ
と
邪
推
し
て
い

た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
但
し
、
こ
う
い
っ
た
場
合
で
も
、
自
己
答
責
の
原
理
が
働
き
、
過
失
の
第
一
惹
起
者
の
刑
事
責
任
の
問
わ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
警
察
官
が
公
務
用
け
ん
銃
を
手
袋
保
管
庫
に
安
全
装
置
を
か
け
な
い
ま
ま
し
ま
っ
て
か
ら
タ
バ
コ
を
買

い
に
行
っ
て
い
る
間
に
、
被
害
者
が
そ
れ
を
利
用
し
て
自
殺
を
図
っ
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
（
32
）。

Ｂ

正
犯
と
共
犯
の
境
界

現
行
法
は
正
犯
者
形
態
（
第
二
五
条
）
と
共
犯
形
態
（
第
二
六
条
以
下
）
を
概
念
的
に
区
別
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
関
与
の
基
本
類
型
間
の
境
界
設
定
と
い
う
問
題
が
不
可
避
的
に
生
じ
て
く
る
。
見
か
け
と
は
異
な
り
、
こ
の
問
題

は
き
わ
め
て
微
妙
な
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
今
日
に
到
る
も
な
お
満
足
の
い
く
解
決
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
通
説
は
、
こ
の
境
界
づ
け
の

問
題
に
関
し
て
、
正
犯
の
特
殊
構
造
化
さ
れ
た
犯
罪
（
täterschaftlich
struktuirteD
elikte）
と
一
般
犯
（
A
llgem
eindelikte）
を
区
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別
し
て
論
ず
る
。

ａ

構
成
要
件
上
正
犯
者
資
格
の
制
限
さ
れ
る
犯
罪

自
ら
構
成
要
件
を
実
現
す
る
者
は
す
べ
て
正
犯
者
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
構

成
要
件
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
、
特
定
の
正
犯
者
資
格
が
欠
如
し
て
い
る
者
は
正
犯
者
た
り
え
な
い
犯
罪
が
あ
る
。
こ
の
者
は
、
構
成
要

件
充
足
に
十
分
な
行
為
を
実
行
し
、
構
成
要
件
的
結
果
を
客
観
的
に
帰
属
可
能
な
形
で
実
現
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
正
犯
者
で
は
な
い
。

以
下
の
犯
罪
類
型
が
こ
れ
に
属
す
る
。

α

特
別
犯

特
別
犯
（
＝
身
分
犯
）（
Sonderdelikt）
の
正
犯
者
は
、
自
分
自
身
が
法
律
に
要
件
と
さ
れ
て
い
る
特
質
又
は
事
情

の
保
持
者
で
あ
る
者
（
い
わ
ゆ
る
内
部
の
者
。
intraneus）
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
関
与
者
（
い
わ
ゆ
る
外
部
の
者
。

extranei）
は
せ
い
ぜ
い
第
二
六
条
以
下
の
意
味
で
の
共
犯
者
で
あ
る
が
、
第
二
五
条
の
意
味
で
の
正
犯
者
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
第
一
四

二
条
（
事
故
現
場
か
ら
の
不
法
離
脱
罪
）
の
正
犯
者
は
、
自
分
自
身
第
一
四
二
条
第
五
項
の
法
的
定
義
⽛
事
故
関
与
者
と
は
、
そ
の
行
動

が
当
該
事
情
上
事
故
の
惹
起
に
寄
与
し
た
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
者
を
い
う
。⽜
の
意
味
で
の
事
故
関
与
者
で
あ
る
者
に
限
定
さ
れ
る
。

事
故
関
与
者
に
⽛
急
い
で
消
え
た
方
が
良
い
⽜
と
助
言
す
る
第
三
者
は
単
に
共
犯
者
（
教
唆
犯
）
と
し
て
処
罰
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
ず
、
決

し
て
こ
の
犯
罪
の
正
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
第
三
者
が
⽛
所
為
を
自
ら
実
行
す
る
⽜、
例
え
ば
、
躊
躇
す
る
事
故
関
与
者

を
自
分
の
車
に
乗
せ
、
一
緒
に
そ
の
場
を
去
る
場
合
で
す
ら
、
第
三
者
が
正
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
公
務
犯
罪
（
第
三

三
一
条
以
下
）
の
正
犯
は
一
般
的
に
公
務
を
担
当
す
る
者
に
限
定
さ
れ
る
。
不
真
正
不
作
為
犯
も
特
別
犯
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
分

自
身
が
結
果
を
回
避
す
る
保
障
人
の
み
が
正
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
う
る
（
33
）。
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β

自
手
犯

自
手
犯
（
EigenhändigeD
elikte）
と
い
う
の
は
、
本
人
自
身
の
行
為
を
要
件
と
す
る
犯
罪
の
こ
と
を
云
う
。
こ
の

者
だ
け
が
正
犯
者
で
あ
っ
て
、
構
成
要
件
行
為
を
自
ら
実
行
し
な
い
者
は
正
犯
者
で
な
く
、
共
犯
者
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
裁
判
所
で

証
人
と
し
て
偽
り
の
供
述
を
す
る
売
春
婦
は
宣
誓
し
な
い
で
す
る
偽
り
の
供
述
罪
（
第
一
五
三
条
）
の
正
犯
者
で
あ
る
が
、
そ
の
ひ
も
は
、

暴
行
に
よ
っ
て
こ
の
偽
り
の
供
述
を
強
要
し
た
場
合
で
す
ら
、
第
二
六
条
、
第
一
五
三
条
に
従
っ
て
共
犯
者
と
し
て
し
か
処
罰
で
き
な
い
（
34
）。

そ
の
他
、
第
三
一
五
条
（
道
路
交
通
に
お
け
る
危
険
行
為
）、
第
三
一
六
条
（
交
通
に
お
け
る
酩
酊
）
と
い
っ
た
交
通
犯
罪
が
こ
れ
に
入
る
。

γ

特
殊
主
観
的
構
成
要
件
要
素
の
要
求
さ
れ
る
犯
罪

構
成
要
件
の
実
現
に
目
的
等
の
特
殊
の
主
観
的
要
件
が
必
要
と
さ
れ
る
犯

罪
が
あ
る
。
例
え
ば
、
窃
盗
罪
に
は
不
法
領
得
の
意
思
と
い
う
特
殊
主
観
的
要
素
の
充
足
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
者
は
正

犯
者
た
り
え
な
い
（
35
）。

ｂ

一
般
犯

刑
法
典
の
定
め
る
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
は
犯
罪
主
体
に
限
定
の
な
い
誰
も
が
正
犯
者
と
な
り
う
る
（⽛
～
し
た
者
は
、
～
に

処
す
⽜）。
こ
れ
が
一
般
犯
（
A
llgem
eindelikte）
と
呼
ば
れ
る
。
誰
も
が
実
現
で
き
る
各
則
の
構
成
要
件
で
は
、
そ
れ
を
⽛
自
ら
⽜（
自
分

の
手
に
よ
っ
て
）
実
現
す
る
者
が
（
直
接
）
正
犯
者
で
あ
る
（
第
二
五
条
第
一
項
）。
し
か
し
、
一
般
犯
の
構
成
要
件
は
、
そ
れ
を
超
え
て
、

間
接
正
犯
や
共
同
正
犯
の
成
立
規
準
や
正
犯
と
共
犯
の
境
界
づ
け
の
規
準
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
厄
介
な
問
題
が
生
ず
る
（
36
）。

先
ず
、
間
接
正
犯
と
教
唆
犯
に
つ
い
て
は
、
間
接
正
犯
者
も
教
唆
者
も
他
の
者
を
（
間
接
正
犯
者
の
道
具
又
は
唆
さ
れ
た
主
犯
者
）
所

為
遂
行
へ
と
仕
向
け
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
境
界
づ
け
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
所
為
自
体
を
実
行
し
な
い
者
甲
が
精
神
障
礙
者
乙
に
第

三
者
丙
を
撲
殺
さ
せ
る
と
き
、
甲
は
間
接
正
犯
者
な
の
か
教
唆
犯
者
に
す
ぎ
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
、
刑
法
第
二
六
条
は
共
犯
の
限
定
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従
属
性
を
定
め
て
い
る
の
で
、
教
唆
犯
が
成
立
す
る
。
次
に
、
共
同
正
犯
と
幇
助
犯
に
つ
い
て
は
、
共
同
正
犯
者
も
幇
助
犯
者
も
所
為
遂

行
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
境
界
づ
け
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
銀
行
強
盗
の
際
、
甲
が
乙
を
銀
行
ま
で
自
動
車
に
乗
せ
、
乙
が

銀
行
内
で
実
行
行
為
を
し
て
い
る
間
、
路
上
で
⽛
見
張
り
⽜
を
し
、
乙
が
金
を
強
奪
し
て
戻
っ
て
く
る
や
直
ち
に
乙
を
乗
せ
て
犯
行
現
場

か
ら
走
り
去
る
と
き
、
甲
は
強
盗
罪
の
共
同
正
犯
者
な
の
か
強
盗
罪
の
幇
助
犯
者
に
過
ぎ
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
（
37
）。

一
般
犯
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
の
境
界
規
準
を
設
け
る
の
が
難
し
い
の
は
、⽛
正
犯
者
⽜
と
⽛
共
犯
者
⽜
の
境
界
づ
け
が
個
別
事
案
に
お

け
る
異
な
っ
た
当
罰
性
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
共
犯
の
不
法
は
一
般
的
に
正
犯
の
そ
れ
よ
り
も
軽
く

評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
犯
者
の
協
働
行
為
が
実
際
に
も
正
犯
者
の
協
働
行
為
よ
り
も
軽
い
よ
う
に
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
38
）。

大
ま
か
に
見
る
と
五
説
に
分
け
ら
れ
る
（
39
）。

①
主
観
説

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
採
っ
た
説
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
に
は
、
犯
罪
行
為
の
す
べ
て
の
原
因
が
等
価
値
で
あ
る
と
い
う
因
果
関

係
の
等
価
説
、
お
よ
び
こ
れ
を
引
き
合
い
に
出
す
拡
張
的
正
犯
者
概
念
が
あ
る
。
犯
罪
行
為
の
共
惹
起
が
も
う
正
犯
を
根
拠
づ
け
る
こ
と

が
で
き
、
原
因
寄
与
が
す
べ
て
等
価
で
あ
る
た
め
正
犯
と
共
犯
の
客
観
的
境
界
づ
け
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
関
与
者
の
内
的
意
思
方
向

に
よ
っ
て
し
か
境
界
づ
け
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
正
犯
者
は
⽛
正
犯
者
意
思
（
anim
usauctoris）⽜
に
よ
っ
て
、
共
犯
者
は
、⽛
共
犯

者
意
思
（
anim
us
socii）⽜
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
（
意
思
説
。
A
nim
us-T
heorie）。

正
犯
者
意
思
の
内
実
に
つ
い
て
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
そ
の
一
は
悪
意
説
（
D
olustheorie）
で
あ
る
。

そ
れ
に
依
れ
ば
、
正
犯
者
は
独
立
の
、
共
犯
者
は
他
に
依
存
し
た
意
思
を
も
つ
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
初
期
の
裁
判
に
か
な
り
の
影
響
を
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与
え
た
フ
ォ
ン
・
ブ
ー
リ
は
、⽛
正
犯
者
（
U
rheber）
と
幇
助
犯
者
の
違
い
は
、
正
犯
者
の
意
思
の
独
立
性
、
幇
助
す
る
者
の
意
思
の
非

独
立
性
に
し
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
幇
助
者
が
結
果
を
意
欲
す
る
の
は
幇
助
者
が
そ
れ
を
意
欲
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
正
犯
者

が
結
果
を
意
欲
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
幇
助
犯
者
も
そ
れ
を
意
欲
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
い
の
か
否
か
の
決
断

を
、
幇
助
犯
者
は
正
犯
者
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
40
）⽜
と
論
じ
た
。
こ
れ
に
相
応
し
た
形
で
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、⽛
幇
助
犯
者
は
正
犯

者
の
意
思
に
依
存
し
た
意
思
し
か
も
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
幇
助
犯
者
は
自
分
の
意
思
を
、
所
為
が
既
遂
に
い
た
る

べ
き
か
否
か
の
決
定
を
正
犯
者
に
委
ね
る
と
い
う
ふ
う
に
、
正
犯
者
の
意
思
に
服
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
幇
助
犯
者
の
こ
の
他
人
に
依
存

す
る
意
思
と
は
異
な
り
、
共
同
正
犯
者
は
自
分
の
意
思
を
支
配
す
る
意
思
を
認
め
な
い
。
共
同
正
犯
者
の
意
思
は
む
し
ろ
他
の
全
て
の
共

犯
者
の
意
思
と
同
じ
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
各
共
同
正
犯
者
の
考
え
で
は
、
な
る
ほ
ど
、
犯
罪
は
他
の
者
と
協
働
し
て
実
現
さ

れ
る
べ
き
だ
が
、
し
か
し
、
他
の
者
の
意
思
を
自
分
の
意
思
の
規
準
と
は
見
て
い
な
い
（
41
）⽜
と
説
示
し
た
。
そ
の
二
は
利
益
説

（
Interessentheorie）
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
正
犯
者
意
思
は
所
為
へ
の
自
己
利
益
に
、
共
犯
者
意
思
は
こ
う
い
っ
た
利
益
の
欠
如

に
特
徴
が
あ
る
。⽛
所
為
を
自
己
の
所
為
と
し
て
意
欲
し
て
い
る
か
否
か
は
、
主
と
し
て
、
専
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
為
へ
の
自

己
利
益
の
程
度
に
従
う
（
42
）⽜。
主
観
説
の
云
う
⽛
委
ね
る
⽜
と
か
⽛
利
益
の
程
度
⽜
を
決
め
る
内
的
事
象
の
事
後
的
検
証
は
難
し
い
の
で
、
結

局
、
所
為
を
⽛
自
己
の
所
為
⽜
と
し
て
意
欲
し
た
か
、⽛
他
人
の
所
為
⽜
と
し
て
意
欲
し
た
か
は
当
罰
性
や
危
険
性
に
よ
っ
て
し
か
判
断
さ

れ
な
い
こ
と
に
繋
が
る
（
43
）。

結
果
の
全
て
の
条
件
は
等
価
で
あ
る
と
い
う
因
果
関
係
理
論
の
等
価
説
か
ら
出
立
す
る
主
観
説
を
徹
底
さ
せ
た
の
が
極
端
（
＝
厳
格
）

主
観
説
と
云
わ
れ
る
。
本
説
を
展
開
し
た
著
名
な
三
裁
判
例
が
あ
る
。
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ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
RGSt74,84（
一
九
四
〇
年
二
月
一
九
日
の
判
決
）［
湯
船
事
件
］〔
甲
女
は
婚
外
子
丙
を
生
ん
だ
が
、
出
産
直
後
の

虚
弱
状
態
の
た
め
自
ら
丙
を
殺
害
す
る
力
が
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
姉
妹
で
あ
る
乙
女
が
丙
を
甲
の
強
要
に
応
じ
て
湯
船
で
溺
死
さ
せ
た
。

乙
が
甲
を
助
け
た
の
は
、
甲
の
父
親
か
ら
の
非
難
及
び
婚
外
子
の
母
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
世
間
か
ら
の
非
難
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
と

い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、⽛
所
為
を
自
己
の
所
為
と
し
て
意
欲
し
て
い
る
か
否
か
は
、
主
と
し
て
、
専
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
為

へ
の
自
己
利
益
の
程
度
に
従
う
⽜
と
説
示
し
て
、
犯
罪
行
為
を
故
意
で
自
分
の
手
に
よ
り
実
行
す
る
、
つ
ま
り
、
自
ら
遂
行
す
る
者
も
、

正
犯
者
意
思
を
も
た
ず
に
行
為
し
た
、
つ
ま
り
、
所
為
を
自
己
の
所
為
と
し
て
意
欲
し
な
か
っ
た
場
合
、
正
犯
者
と
し
て
で
は
な
く
、
単

な
る
幇
助
犯
者
と
し
て
可
罰
的
た
り
う
る
と
判
示
し
て
、
主
観
説
を
極
端
に
ま
で
推
し
進
め
て
、
乙
に
謀
殺
罪
の
幇
助
犯
が
、
甲
に
嬰
児

殺
罪
の
正
犯
の
成
立
を
認
め
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
の
背
景
に
は
次
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
（
44
）。
判
決
の
下
さ
れ
た
一

九
四
〇
年
当
時
、
甲
が
嬰
児
殺
（
刑
旧
二
一
七
条
）
の
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
な
ら
死
刑
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
乙
も
幇
助
犯

と
し
て
扱
わ
れ
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
乙
は
、
直
接
正
犯
と
さ
れ
る
と
、
死
刑
を
免
れ
な
か
っ
た
。
ラ
イ

ヒ
裁
判
所
は
こ
の
帰
結
を
避
け
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
も
、
BGH
St18,87［
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
事
件
］（
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
九
日
判
決
）〔
国
家
保
安
委
員
会
の
諜
報
員

で
あ
る
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
（
Ｓ
）
は
ソ
連
邦
政
府
部
内
の
者
の
命
令
に
従
い
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
ロ
シ
ア
の
亡
命
政
治
家
二
名
を
毒
拳
銃
で
殺

害
し
た
が
、
そ
の
後
、
ソ
連
の
勢
力
範
囲
か
ら
逃
れ
、
ド
イ
ツ
警
察
に
自
首
し
た
と
い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、
極
端
主
観
説
を
引
き
合
い

に
出
し
て
Ｓ
に
故
殺
罪
の
幇
助
犯
の
成
立
を
認
め
た
。
殺
人
罪
の
正
犯
は
、
Ｓ
に
殺
人
を
依
頼
し
た
、
当
時
の
ソ
連
邦
の
政
府
職
員
で
あ

る
。
こ
の
者
た
ち
が
⽛
黒
幕
⽜
と
し
て
、⽛
本
来
の
犯
罪
首
謀
者
⽜
と
し
て
、
正
犯
者
意
思
を
も
っ
て
行
為
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
正
犯

者
で
あ
り
、
そ
れ
も
⽛
間
接
正
犯
者
⽜
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｓ
は
単
な
る
幇
助
犯
者
で
あ
る
。⽛
幇
助
犯
者
と
い
う
の
は
、
所
為
を
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自
己
の
所
為
と
し
て
遂
行
す
る
の
で
な
く
、
単
に
他
の
者
の
所
為
に
協
働
す
る
者
で
あ
る
。
こ
の
主
観
的
共
犯
説
に
基
本
的
に
連
邦
通
常

裁
判
所
も
判
例
に
お
い
て
常
に
支
持
し
て
き
た
。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
裁
判
例
に
依
れ
ば
、
特
に
、
構
成
要
件
要
素
を
全
て
自
ら
充
足
す

る
者
も
単
な
る
幇
助
犯
者
た
り
う
る
。
こ
の
法
原
則
の
適
用
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
Ｓ
が
こ
の
所
為
を
自
己
の
所
為
と
し
て
意
欲
し

た
の
で
な
い
こ
と
、
そ
の
所
為
に
何
ら
の
利
益
も
有
し
な
か
っ
た
こ
と
、
他
の
者
の
正
犯
者
意
思
に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
⽜。
本
判

決
の
背
景
事
情
と
し
て
次
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
（
45
）。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ｓ
を
、
謀
殺
罪
の
正
犯
と
扱
え
ば
終
身
刑
が
免
れ
な
か
っ
た
と

こ
ろ
、⽛
自
白
し
た
裏
切
り
者
⽜
と
し
て
単
な
る
幇
助
犯
に
よ
っ
て
報
い
よ
う
と
し
た
こ
と
、
同
時
に
、
当
時
の
ソ
連
政
府
の
一
部
の
者
を

⽛
謀
殺
者
⽜
と
し
て
烙
印
づ
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
BGH
beiD
allingerM
D
R
1974,547［
臆
病
者
事
件
］〔
甲
は
乙
の
丙
に
対
す
る
傷
害
行
為
に
当
初
関
与
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
乙
が
甲
の
手
に
刃
物
を
握
ら
せ
、⽛
臆
病
者
に
な
る
な
、
さ
っ
さ
と
刺
せ
⽜
と
要
求
し
た
の
で
、
す
で
に
地
面
に
横
た

わ
っ
て
い
て
か
な
り
の
傷
を
負
っ
て
い
た
丙
を
甲
も
刺
し
た
。
丙
は
死
亡
し
た
と
い
う
事
案
〕
で
も
、⽛
構
成
要
件
要
素
を
全
て
自
ら
充
足

す
る
者
は
、
そ
の
意
思
が
専
ら
他
人
の
所
為
を
支
援
す
る
こ
と
に
向
い
て
い
る
限
り
、
単
な
る
幇
助
と
見
ら
れ
う
る
。
…
…
他
の
者
の
目

に
臆
病
者
と
見
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
突
き
刺
す
こ
と
は
、
そ
の
他
人
の
意
思
に
従
属
し
て
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
⽜
と
説

示
し
て
、
甲
は
、
自
己
の
利
益
か
ら
で
な
く
、
他
の
関
与
者
か
ら
臆
病
者
と
見
ら
れ
た
く
な
い
た
め
に
行
為
に
出
た
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、

甲
の
所
為
寄
与
を
幇
助
と
し
た
（
46
）。

こ
の
よ
う
な
極
端
主
観
説
に
基
づ
く
一
連
の
裁
判
例
は
、
専
ら
意
思
方
向
に
着
目
し
て
い
る
の
で
、
客
観
的
所
為
事
象
の
質
を
適
切
に

把
握
し
て
い
な
い
こ
と
、
他
説
に
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
裁
判
所
に
正
犯
者
と
共
犯
者
の
役
割
に
つ
き
恣
意
的
境
界
づ
け
る
こ
と
を
可
能
に
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し
て
い
る
こ
と
、
関
与
の
役
割
が
量
刑
を
決
定
す
る
の
で
な
く
、
望
ま
し
い
量
刑
が
関
与
役
割
を
決
定
す
る
こ
と
、
合
理
的
な
事
後
検
証

を
で
き
な
く
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
現
行
刑
法
第
二
五
条
第
一
項
は
⽛
犯
罪
行
為
を
自
ら
遂
行
す
る
者
⽜
を
常
に
（
直
接
）

正
犯
と
し
て
い
る
の
で
、
極
端
主
観
説
は
法
文
に
反
し
、
そ
の
支
柱
を
奪
わ
れ
た
と
解
さ
れ
、
学
説
の
支
持
を
ほ
ぼ
失
っ
た
（
47
）。

第
⚑
章

注

（
1
）
D
.K
ienapfel,F.H
öpfelu.R
.K
ert,GrundrissdesStrafrechtsA
T
,14.A
ufl.,2012,E
2
Rn
3;D
.K
ienapfel,D
ie
Einheitstäterregelung
der

§§
12
ff.u.32
ffStGB,JBl1974,113;O
.T
riffterer,D
ie
österreichische
Beteiligungslehre,1983,35
f.

（
2
）
E
.Steininger,StrafrechtA
T
,Bd.2,2012,21.K
ap
Rn
2;T
riffterer,(Fn.1),31.

（
3
）
Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
2;T
riffterer,(Fn.1),31.

（
4
）
Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
2.

（
5
）
Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
2.

（
6
）
限
縮
的
正
犯
概
念
と
拡
張
的
正
犯
概
念
の
区
別
は
ツ
イ
マ
ー
ル
に
遡
る
。
L.Zim
m
erl,GrundsätzlicheszurT
eilnahm
elehre,ZStW
49
(1929),39,

41,45.

（
7
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
5;Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
3.

（
8
）
K
ienapfel,(Fn.1),114;K
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öpfel/K
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StrafrechtA
T
,4.A
ufl.,1971,623.
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9
）
K
ienapfel,(Fn.1),114.
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10
）
H
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.
Jescheck,
T
h.
W
eigend,Lehrbuch
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Strafrechts
A
T
,5.A
ufl.,1996,§
61
IV
1;K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
8;

Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
3;O
.T
riffterer,Ö
sterreichisches
StrafrechtA
T
,2.A
ufl.,1993,16:K
ap
Rn
14
f.;ders.(Fn.1),28
ff.,32.

（
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）
T
riffterer,(Fn.1),43.

（
12
）
Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
4.

（
13
）
Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
4.

（
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）
M
aurach,(Fn.8),698
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（
15
）
K
ienapfel,(Fn.1),118;Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
5;T
riffterer,(Fn.1),45
f.

（
16
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn
1),E
2
Rn
14;K
ienapfel,(Fn.1),118;Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
6.

（
17
）
Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
6;T
riffterer,(Fn.1),44
f.;ders.,(Fn.10),16.K
ap
Rn
25.

（
18
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
10;Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn.7.

（
19
）
J.
M
akarew
icz,Einführung
in
die
Philosophie
des
Strafrechts
auf
entw
icklungsgeschichtlicher
Grundlage,1906,330;C.
R
oxin,

T
äterschaftund
T
atherrschaft.9.A
ufl.,2015,26⽛
立
法
者
は
実
行
行
為
者
を
犯
罪
事
象
の
中
心
、
重
要
人
物
と
し
て
、
し
か
し
、
教
唆
犯
者
及
び
幇
助

犯
者
を
中
心
の
外
に
あ
っ
て
重
要
人
物
の
周
り
に
群
れ
を
成
す
と
考
え
て
い
る
⽜;V
gl.K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
11.

（
20
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
12;T
riffterer,(Fn.10),16.K
ap
Rn
23.

（
21
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
13.

（
22
）
T
riffterer,(Fn.10),16.K
ap
Rn
24.こ
れ
に
対
し
て
、
独
立
し
た
共
犯
不
法
を
認
め
る
の
が
、
K
.Lüderssen,Zum
Strafgrund
derT
eilnahm
e,119;

E
.Schm
idhäuser,StrafrechtA
T
,Lehrbuch,2.A
ufl.,1975,532.部
分
的
に
だ
け
主
犯
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
不
法
を
認
め
る
の
が
、
C.R
oxin,Zum

Strafgrund
der
T
eilnahm
e,in:Stree-u.W
essels-FS,1993,365
ff.

（
23
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
14.

（
24
）
T
riffterer,(Fn.10),16:K
ap
Rn
26.

（
25
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
15;Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
11;T
riffterer,(Fn.10),16.K
ap
Rn
25.

（
26
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
16;Steininger,(Fn.2),21.K
ap
Rn
7;T
riffterer,(Fn.1),40
ff.

（
27
）
W
.G
ropp,StrafrechtA
T
,4.A
ufl.,2015,§
10
Rn
41;C.R
oxin,StrafrechtA
T
,Bd.II,2003,§
25
Rn
1.

（
28
）
V
.K
rey,R
.E
sser,D
eutsches
StrafrechtA
T
,5.A
ufl.,2012,§
25
Rn
802.

（
29
）
K
rey/E
sser,(Fn.28),§
25
Rn
804.

（
30
）
K
.K
ühl,StrafrechtA
T
,7.A
ufl.,2012,§
20
Rn
7.

（
31
）
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
2
Rn
16.

（
32
）
K
ühl,(Fn.30),§
20
Rn
10.

（
33
）
D
.K
ienapfel,StrafrechtA
T
,4.A
ufl.,1984;549;K
rey/E
sser,(Fn.28),§
25
Rn
867;K
ühl,(Fn.30),§
20
Rn
13.

（
34
）
K
ienapfel,(Fn.33),550;K
rey/E
sser,(Fn.28),§
25
Rn
866;K
ühl,(Fn.30),§
20
Rn
16.
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（
35
）
B.H
einrich,StrafrechtA
T
,2012,§
33
Rn
1198.

（
36
）
K
ühl,(Fn.30),§
20
Rn
17.

（
37
）
K
ühl,(Fn.30),§
20
Rn
18
f.

（
38
）
T
riffterer,(Fn.10),16.K
ap
Rn
27.

（
39
）
本
文
で
扱
う
諸
説
と
全
く
異
な
る
構
想
か
ら
出
立
す
る
の
が
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
関
与
形
態
を
区
別
す
る
規
準
は
、
法
規
の
背
後
に
あ

る
正
犯
者
行
為
規
範
、教
唆
犯
者
行
為
規
範
、幇
助
犯
者
行
為
規
範
の⽛
切
迫
性
⽜の
差
異
で
あ
る
。
行
為
規
範
に
は
異
な
っ
た⽛
切
迫
性（
D
ringlichkeit）⽜

が
あ
り
、
共
犯
者
に
は
正
犯
者
に
対
す
る
ほ
ど
の
切
迫
性
が
無
い
。
正
犯
者
に
課
せ
ら
れ
る
法
益
侵
害
を
避
け
る
義
務
が
法
益
客
体
の
た
め
の
相
対
的
に
堅

固
な
⽛
防
壁
⽜
を
築
い
て
い
る
の
で
、
共
犯
者
の
行
為
規
範
に
は
一
般
的
に
そ
れ
ほ
ど
の
切
迫
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
但
し
、
教
唆
犯
者
が
正
犯
者
と
同
じ

く
処
罰
さ
れ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
教
唆
犯
者
の
行
為
規
範
が
正
犯
者
行
為
規
範
と
同
じ
切
迫
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
教
唆
犯
者
が
正
犯

者
の
法
に
誠
実
な
動
機
を
損
な
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
益
の
前
に
築
か
れ
た
防
壁
を
崩
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
幇
助
犯
者
行
為
規
範

は
そ
れ
ほ
ど
の
切
迫
性
を
も
た
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
必
要
的
刑
の
減
軽
も
説
明
さ
れ
る
。
U
.Stein,D
ie
strafrechtliche

Beteiligungsform
enlehre,1988,221
ff.本
説
は
次
の
よ
う
な
批
判
を
免
れ
な
い
。
構
成
要
件
と
関
与
形
態
を
行
為
規
範
違
反
な
い
し
行
為
無
価
値
に
縮

減
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
結
果
は
正
犯
者
行
為
、
共
犯
者
行
為
と
分
か
ち
難
く
一
体
を
な
し
て
い
る
。
行
為
の
差
異
は
、
こ
の
差
異
が
ど
の

よ
う
に
構
成
要
件
的
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
限
り
で
、⽛
関
与
形
態
⽜
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
に
は
所
為
支
配
説
の
方
が
、
結
果
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
漂
流
を
す
る
⽛
行
為
規
範
説
⽜
よ
り
も
適
し
て
い
る
。
行
為
規
範
の
異
な
っ
た
切
迫
性
が
正
犯
と
共
犯
の
境
界
づ
け
を
担
う
べ
き
と
の
考
え
も
説
得
力

が
な
い
。
正
犯
と
教
唆
で
は
法
定
刑
か
ら
異
な
っ
た
切
迫
性
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
点
は
別
と
し
て
、
規
範
と
い
う
の
は
な
に
か
を
禁
止
し
た
り
、
命
令

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
程
度
の
差
を
許
す
わ
け
で
は
な
い
。
規
範
の
命
令
は
絶
対
的
に
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
切
迫
性
に
よ
る
段
階
づ
け

の
余
地
は
な
い
。
異
な
る
の
は
各
規
範
違
反
の
当
罰
性
だ
け
で
あ
る
。
R
oxin,(Fn.27),§
25
Rn
36;ders.,(Fn.19),§
42
Rn
207
f.

（
40
）
M
.v.Buri,D
ie
Causalitätund
ihre
strafrechtlichen
Beziehungen,1885,41.

ロ
ク
ス
イ
ー
ン
は
、
悪
意
説
が
説
く
⽛
意
思
服
従
⽜
を
所
為
支
配
説
の
先
駆
け
と
見
る
。
教
唆
犯
者
と
幇
助
犯
者
は
正
犯
者
の
意
思
に
服
さ
ね
ば
な
ら
ず
、

正
犯
者
に
所
為
遂
行
を
⽛
委
ね
⽜
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
実
行
行
為
を
決
定
し
、
所
為
支
配
を
有
す
る
の
は
正
犯
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理

解
か
ら
す
る
と
、
悪
意
説
が
直
接
的
に
は
客
観
的
力
の
状
勢
か
ら
で
な
く
、
こ
れ
が
関
与
者
の
意
思
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
（
し
た
が
っ
て
、
間
接
的
に
は
力

の
状
勢
か
ら
）
出
立
す
る
限
り
で
、
悪
意
説
は
所
為
支
配
説
の
一
種
の
主
観
的
変
形
体
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
利
益
説
に
は
所
為
支
配
説
へ
の
道
が
閉

ざ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
近
時
の
判
例
が
自
己
利
益
を
他
の
要
素
と
並
ぶ
正
犯
を
決
め
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
見
て
い
る
と
い
う
点
で
、
自
己
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利
益
が
そ
れ
な
り
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
R
oxin,(Fn.27),§
25
Rn
20.

（
41
）
RGSt3,181,182
f.

（
42
）
RGSt74,84,85
f.〔
湯
船
事
件
〕;BGH
St18,87〔
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
事
件
〕

（
43
）
R
oxin,(Fn.27),§
25
Rn
19.

（
44
）
F.H
artung,D
er
,,Badew
annenfall“,JZ
1954,430;K
rey/E
sser,(Fn.28),§
25
Rn
819;H
einrich,(Fn.35),§
33
Rn
1208.

（
45
）
K
rey/E
sser,(Fn.28),§
25
Rn
822;H
einrich,(Fn.35),§
33
Rn
1208.

（
46
）
機
能
的
正
犯
者
体
系
か
ら
は
、
甲
は
、
な
お
も
所
為
の
最
後
の
段
階
で
自
己
の
実
行
行
為
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、（
傷
害
の
故
意
し
か
な
い
と
き
は
傷
害

罪
の
、
故
意
が
あ
る
と
き
は
故
殺
罪
の
）
直
接
共
同
正
犯
者
と
な
る
。
K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.1),E
3
Rn
16.

（
47
）
Jescheck/W
eigend,(Fn.10),§
61
IV
3;K
rey/E
sser,(Fn.28),§
25
Rn
824;K
ühl,(Fn.30),§
20
Rn
28.

但
し
、
現
在
で
も
少
数
の
論
者
に
よ
っ
て
主
観
説
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
結
果
の
招
来
へ
の
全
て
の
条
件
は
等
値
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
主
観

的
境
界
づ
け
が
適
切
で
あ
る
。
正
犯
者
は
所
為
を
自
己
の
所
為
と
し
て
意
欲
す
る
も
の
で
あ
り
（
正
犯
者
意
思
）、
共
犯
者
は
所
為
を
他
の
者
の
所
為
と
し
て

意
欲
す
る
者
で
あ
る（
共
犯
者
意
思
）。
し
か
し
、こ
の
意
思
説
を
所
為
結
果
へ
の
利
益
か
ら
判
断
す
る
の
は
一
面
的
に
過
ぎ
る
。
た
し
か
に
、多
く
の
場
合
、

所
為
結
果
へ
の
利
益
は
正
犯
者
意
思
に
と
っ
て
重
要
な
徴
表
で
あ
る
が
、
多
く
の
徴
表
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
も
う
一
つ
重
要
な
徴
表
は
所
為
支
配
へ

の
意
思
で
あ
る
。
所
為
を
行
う
か
否
か
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
者
は
教
唆
意
思
、
幇
助
意
思
を
越
え
て
お
り
、
そ
の
動
機
に
お
い
て

利
己
的
な
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
共
犯
者
の
役
割
に
落
ち
込
む
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
甲
（
丙
の
夫
）
が
乙
（
殺
し
屋
）

に
丙
（
甲
の
妻
）
殺
害
の
た
め
に
雇
い
、
乙
に
殺
害
行
為
を
完
全
に
委
ね
た
場
合
、
所
為
実
行
を
完
全
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
乙
は
、
所
為
結
果
に
直
接
的

な
自
己
の
利
益
を
も
た
な
い
け
れ
ど
も
、
謀
殺
罪
の
正
犯
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
甲
も
謀
殺
罪
の
正
犯
者
で
あ
る
。
甲
は
、
所
為
支
配
も
、
そ
の
意
思
も
も

た
な
い
け
れ
ど
も
、
所
為
結
果
へ
の
利
益
を
も
っ
て
い
る
の
で
、（
共
同
）
正
犯
者
で
あ
る
。〔
湯
船
事
件
〕
で
は
被
告
人
両
名
と
も
（
共
同
）
正
犯
者
で
あ

る
。
J.Baum
ann,U
.W
eber,W
.M
itsch,StrafrechtA
T
,11.A
ufl.,2003,,§
29
Rn
41
ff.59,66.
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